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全
木
連
・
全
木
協
連
合
同

　
　
常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議
開
く

年
度
の
重
点
事
項
は
、
①
消
費
者
視
点

を
踏
ま
え
た
木
材
利
用
推
進
の
取
組
み

②
環
境
・
健
康
・
安
全
へ
の
規
制
の
強

化
へ
の
対
応
③
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
推

進
と
新
た
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
見
直
し
へ

の
取
組
み
④
木
材
産
業
の
体
制
強
化
へ

の
取
組
み
⑤
Ｗ
Ｔ
Ｏ
関
税
対
策
と
Ｅ
Ｐ

Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）・
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由

貿
易
協
定
）
へ
の
対
応
で
あ
る
。
会
議

で
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
加
筆
の

う
え
、
三
月
の
総
会
に
諮
り
決
定
す
る
。

　
最
後
に
、
木
材
産
業
を
め
ぐ
る
最
近

の
諸
情
勢
に
つ
い
て
、
木
材
表
示
推
進

協
議
会
の
設
立
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
推
進
の
た
め

の
取
り
組
み
、
輸
出
用
木
材
梱
包
材
規

制
の
動
向
、
小
型
廃
棄
物
焼
却
炉
の
適

正
な
取
扱
い
、
林
野
庁
「
違
法
伐
採
対

策
検
討
室
」
の
発
足
、
環
境
税
の
創
設

に
向
け
て
の
動
き
と
今
後
の
取
り
組
み
、

第
四
十
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
の

開
催
に
つ
い
て
な
ど
二
十
六
項
目
に
わ

た
り
報
告
・
連
絡
し
て
終
了
し
た
。

一
面
　
木
材
経
営
者
懇
談
会
を
開
催
し

　
　
　
棚
橋
大
臣
と
懇
談
　
常
勤
役
員

　
　
　
事
務
局
長
会
議
を
開
く

　
　
　
の
住
宅
着
工
は
１
１
８
万
戸

三
面
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会
入
賞
工
場
決
ま

　
　
　
る
　
違
法
伐
採
問
題
で
訪
英

四
面
　
中
学
生
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

　
　
　
を
応
援
　
景
況
調
査

二
面
　
外
材
委
員
会
開
催
　
平
成
　　
年
１６

棚
橋
大
臣
を
囲
み
多
岐
に
意
見
交
換

中
小
企
業
の
活
路
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
強
調

　
全
木
連
と
全
木
協
連
は
二
月
十
七
日

に
東
京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
合
同

の
常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議
を
開

き
、
平
成
十
七
年
度
政
府
施
策
や
全
木

連
・
全
木
協
連
の
事
業
計
画
　（　）案
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
都
道
府
県
木
協
連
等
か

ら
事
務
局
の
責
任
者
が
出
席
し
て
、
毎

年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
。

　
会
議
は
、
庄
司
全
木
連
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
ま
ず
、
平
成
十
七
年
度
の

政
府
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
河
野
元
信

林
野
庁
木
材
課
長
、
小
田
広
昭
国
土
交

通
省
木
造
住
宅
振
興
室
長
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

　
次
い
で
議
事
に
入
り
、
全
木
連
・
全

木
協
連
の
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

の
う
え
、
意
見
交
換
し
た
。

　
全
木
連
の
事
業
計
画
は
、
例
年
の
と

お
り
昨
年
末
か
ら
、
全
木
連
事
務
局
全

体
で
検
討
し
て
き
た
も
の
。
平
成
十
七

　
全
木
連
は
、
二
月
十
六
日
に
東
京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
、

全
木
政
連
と
の
共
催
に
よ
り
「
全
国
木
材
産
業
経
営
者
懇
談
会
」

を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
現
内
閣
の
棚
橋
泰
文
国
務
大
臣
（
科
学

技
術
政
策
・
食
品
安
全
・
Ｉ
Ｔ
担
当
＝
岐
阜
二
区
選
出
衆
議
院
議

員
）
を
招
き
、
中
小
企
業
政
策
を
中
心
に
し
た
国
政
報
告
を
聞
い

た
。
講
演
の
中
で
、
同
大
臣
は
、
中
小
企
業
は
企
業
と
し
て
の
独

自
性
が
大
事
、
膨
大
な
数
の
中
小
企
業
が
存
在
す
る
日
本
で
あ
れ

ば
、
将
来
的
に
も
希
望
が
も
て
る
と
強
調
し
た
。
参
加
者
も
熱
心

に
聴
講
し
、
終
了
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
質
疑
応
答
が
続
い
た
。
全

木
連
も
全
木
政
連
も
こ
の
よ
う
な
会
合
の
開
催
は
初
め
て
。

　
懇
談
会
に
は
全
国
か
ら
約
五
十
名
が

参
加
。
冒
頭
、
同
大
臣
は
、
景
気
は
数

字
で
表
わ
さ
れ
た
部
分
は
良
い
の
だ
が
、

大
企
業
と
中
小
企
業
の
差
、
中
央
と
地

方
の
差
に
は
、
じ
く
じ
た
る
思
い
　
と

切
り
出
し
た
。
中
小
企
業
問
題
に
熱
心

な
同
大
臣
の
姿
勢
を
発
揮
し
た
。
今
回

の
会
合
も
、
そ
れ
を
期
待
し
て
の
こ
と
。

　
ま
た
、
今
の
景
気
は
心
配
だ
が
、
将

来
の
展
望
が
あ
れ
ば
我
慢
で
き
る
。
先

が
見
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
。
世
界
で
独

自
性
が
あ
る
中
小
企
業
は
企
業
任
せ
で

よ
く
、
国
は
た
だ
規
制
を
解
除
す
る
。

た
だ
し
科
学
技
術
振
興
は
応
援
す
る
。

地
方
大
学
な
ど
と
の
産
学
共
同
の
研
究

が
求
め
ら
れ
る
　
と
自
身
の
所
管
も
し

っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
。

　
独
自
性
と
は
、
製
品
の
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。
徹
夜
を
し
て
で
も
納
期
を
守

る
企
業
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
る
。
国

は
、
そ
れ
を
支
援
す
る
　
と
わ
か
り
や

す
く
語
り
、
参
加
者
を
励
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
は
、
森
林
整
備
予
算
か
ら

木
材
端
材
の
産
廃
問
題
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
ね
い
な
回
答

が
あ
り
、
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

全
国
木
材
産
業
経
営
者
懇
談
会
開
催
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外
材
委
員
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　　最
新
情
報
を
交
換

　
平
成
十
六
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
、
前
年
比
二
・
五
％
増
の
百
十
八
万

九
千
四
十
九
戸
と
な
っ
た
。
平
成
十
五
年

に
引
き
続
き
、前
年
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

　
昨
年
の
年
初
時
点
で
の
大
方
の
予
想

は
、
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
の
で
、

予
想
外
の
健
闘
で
あ
る
。
一
般
に
言
わ

れ
る
よ
う
に
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
適
用
延

長
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
利
用
関
係
別
の
内
訳
で
は
、
持
家
が
、

前
年
比
〇
・
八
％
減
の
三
十
六
万
九
千

八
百
五
十
二
戸
。
持
家
は
、
ふ
た
た
び

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
貸
家
は
、
前
年

比
三
・
〇
％
増
の
四
十
六
万
四
千
九
百

七
十
六
戸
。
給
与
住
宅
が
、
前
年
比
四

・
八
％
減
の
八
千
七
百
二
十
戸
。
分
譲

住
宅
は
、
前
年
比
五
・
八
％
増
の
三
十

四
万
五
千
五
百
一
戸
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
利
用
関
係
別
の
各
着

工
数
は
、
明
暗
が
分
か
れ
た
形
と
な
っ

た
。
持
家
は
、
前
年
比
プ
ラ
ス
の
月
も

数
ヵ
月
あ
っ
た
が
、
年
間
を
通
じ
て
マ

イ
ナ
ス
月
が
目
立
っ
た
。
逆
に
、
貸
家

と
分
譲
住
宅
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
月
も
数

ヵ
月
あ
っ
た
が
、
年
間
を
通
じ
て
は
、

プ
ラ
ス
の
月
が
多
か
っ
た
。
双
方
に
は
、

季
節
的
な
違
い
も
見
ら
れ
ず
、
結
局
は
、

住
宅
需
要
層
の
違
い
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　
木
造
住
宅
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
年

比
三
・
三
％
増
の
五
十
四
万
七
百
五
十

平成16年　新設住宅着工量
区 分
総 数
持 家
貸 家
給 与
分 譲
民間資金
公的資金
木 造
床 面 積
（木造）

着　工　量
1,189,049
369,852
464,976
8,720

345,501
952,839
236,210
540,756
105,540
57,617

戸

千㎡

前年比
＋2.5
－0.8
＋3.0
－4.8
＋5.8
＋3.9
－2.7
＋3.3
＋1.4
＋2.3

％

戸

戸

戸

　　　
　
　
　
　
二
年
連
続
で
前
年
比
増
加

　
全
木
連
は
、
一
月
二
十
日
に
「
外
材

委
員
会
」
を
開
催
し
、
当
面
の
関
連
情

勢
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
会
議
は
、
庄
司
全
木
連
会
長
の
主
催

者
挨
拶
に
よ
り
開
始
。

　
次
い
で
、
林
野
庁
の
森
田
一
行
木
材

貿
易
対
策
室
長
が
挨
拶
す
る
と
と
も
に

情
勢
報
告
し
た
。

　
報
告
の
要
点
は
、
①
昨
年
七
月
の
Ｗ

Ｔ
Ｏ
一
般
理
事
会
（
於
ス
イ
ス
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
）
の
結
果
概
要
と
今
後
の
動
向

②
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
お
け

る
林
産
物
の
関
わ
り
③
違
法
伐
採
問
題

に
対
す
る
取
り
組
み
　
　
の
三
点
。
そ

れ
ぞ
れ
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
に
カ

ン
ク
ン
（
メ
キ
シ
コ
）
で
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
状
況
か
ら
若
干
の
進
展
が
あ

っ
た
が
、
い
ま
だ
本
論
に
入
る
前
の
状

況
。
貿
易
状
況
は
変
わ
っ
て
き
て
い
て
、

二
国
間
協
定
が
先
行
し
て
い
る
。
日
本

も
地
域
内
で
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
の
囲
い
込
み
を
検
討
中
だ
が
仲
間

国
作
り
に
苦
労
し
て
い
る
。
違
法
伐
採

対
策
に
つ
い
て
は
、
英
国
や
Ｅ
Ｕ
の
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
な

ど
説
明
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
、
外
材
委
員
会
の
主
議
題
で

あ
る
地
域
情
勢
報
告
を
各
委
員
が
報
告

し
た
。
い
ず
れ
も
深
刻
な
も
の
で
、
主

な
内
容
は
　
・
製
材
所
が
減
少
し
た
分
、

―

昨
年
発
生
の
風
倒
木
の
影
響
が
外
材
に

及
ぶ
こ
と
も
あ
る
・
値
ご
ろ
材
の
入
荷

確
保
が
難
し
い
・
半
製
品
か
ら
の
製
材

が
増
え
た
分
、
側
取
り
の
ヌ
キ
・
野
地

板
が
不
足
・
業
者
減
・
需
要
が
出
な
い

・
内
航
船
腹
不
足
・
物
は
動
か
な
い
が

コ
ス
ト
増
　
　
な
ど
。

　
各
報
告
の
背
景
に
は
、
大
手
工
場
の

影
響
も
色
濃
く
見
ら
れ
、
そ
の
影
響
度

が
増
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
次
に
、
対
中
国
貿
易
の
現
状
に
つ
い

て
、
日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
の

趙
川
氏
か
ら
現
地
事
情
を
踏
ま
え
た
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
全
木
連
か
ら
、
報
告
事
項
と

し
て
①
米
国
木
材
産
業
訪
日
団
と
の
会

合
の
概
要
②
木
材
表
示
推
進
協
議
会
の

立
ち
上
げ
③
違
法
伐
採
問
題
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
④
輸
出
梱
包
材
の
規
制
を
巡
る

諸
外
国
の
動
向
　
　
に
つ
い
て
説
明
し
、

閉
会
し
た
。

　
全
木
連
外
材
委
員
会
は
、
各
支
部
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
委
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略

・
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
支
部
名
）。

　
▼
相
田
嗣
郎
（
北
海
道
）
▼
小
野
好

郎
（
東
北
）
▼
並
木
瑛
夫
（
関
東
）
▼

岩
瀬
茂
雄
（
東
京
）
▼
高
田
庄
一
（
東

京
）
▼
通
善
一
洋
（
北
陸
）
▼
神
谷
雄

介
（
東
海
）
▼
中
谷
弘
（
近
畿
）
▼
徳

井
寛
二
（
中
国
）
▼
砂
田
和
之
（
四
国
）

▼
新
貝
淳
親
（
九
州
）
▼
後
藤
隆
一

（
事
務
局
）

　平
成
　　
年
の
新
設
住
宅
着
工
数
　　　
万
戸

１６

１１８

六
戸
。
月
別
に
見
て
も
、
年
間
十
ヵ
月

は
、
前
年
同
月
比
で
プ
ラ
ス
を
示
し
、

堅
調
で
あ
っ
た
。
木
造
住
宅
の
ニ
ー
ズ

は
根
強
い
も
の
が
あ
る
。

　
資
金
関
係
別
で
は
、
民
間
資
金
が
前

年
比
三
・
九
％
増
の
九
十
五
万
二
千
八

百
三
十
九
戸
。
公
的
資
金
は
前
年
比
二

・
七
％
減
の
二
十
三
万
六
千
二
百
十
戸
。

公
的
資
金
の
比
率
の
低
下
は
顕
著
で
、

持
家
の
う
ち
、
公
庫
資
金
を
利
用
し
た

も
の
は
、
わ
ず
か
一
万
八
千
五
百
二
十

九
戸
と
持
家
全
体
の
数
％
に
と
ど
ま
り
、

戸
数
自
体
も
十
五
年
の
約
半
数
に
ま
で

縮
小
し
た
。

　
ま
た
、
床
面
積
は
、
新
設
住
宅
全
体

で
は
前
年
比
一
・
四
％
増
の
一
億
五
百

五
十
四
万
㎡
で
、
四
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス

に
転
じ
た
。
木
造
の
床
面
積
も
前
年
比

二
・
三
％
増
の
五
千
七
百
六
十
一
万
七

千
㎡
と
増
加
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
戸
数

が
増
え
た
分
、
床
面
積
も
増
加
し
た
形
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で
あ
り
、
一
戸
当
り
の
床
面
積
は
わ
ず

か
な
が
ら
減
少
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
平
成
十
六
年
は
、
住

宅
着
工
は
伸
び
、
木
材
需
要
に
も
寄
与

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
木

材
需
要
が
増
加
し
た
と
い
う
実
感
は
と

も
な
わ
な
い
。
こ
れ
は
、
木
材
供
給
の

構
造
的
問
題
と
、
住
宅
の
工
法
及
び
部

材
の
多
様
化
と
い
っ
た
構
造
的
変
化
に

よ
る
も
の
で
、
持
家
よ
り
は
、
分
譲
や

貸
家
が
伸
び
る
と
い
う
需
要
側
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
は
埋
ま
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会
入
賞
工
場
決
ま
る

　
昨
年
八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、

全
国
七
ヶ
所
の
木
材
市
場
で
開
催
さ
れ

た
今
年
度
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進

展
示
会
（
第
三
十
二
回
）
の
受
賞
出
品

工
場
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
主
催
三
団
体
特
別
賞
、

農
林
水
産
大
臣
賞
、
農
林
水
産
省
消
費

・
安
全
局
長
賞
、
林
野
庁
長
官
賞
に
つ

い
て
は
、
二
月
二
十
一
日
に
東
京
で
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、各
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　
主
催
団
体
の
会
長
賞
は
、
別
途
開
催

市
場
で
伝
達
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
各
開
催
市
場

に
対
し
、
主
催
者
か
ら
の
感
謝
状
が
送

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
集

荷
、
販
売
と
い
っ
た
開
催
努
力
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

材
品
の
普
及
推
進
を
期
待
し
て
の
も
の
。

　
表
彰
式
で
は
、
記
念
講
演
と
し
て
、

ア
ル
セ
ッ
ド
建
築
研
究
所
取
締
役
副
所

長
の
大
倉
靖
彦
氏
が
、「
建
築
用
木
材
に

規
格
品
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
▼
受
賞
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
は
次
の
と
お
り
。

　
注
（
　
）
内
は
工
場
所
在
都
道
府
県
。

順
不
同

主
催
三
団
体
会
長
特
別
賞

株
式
会
社
西
村
木
材
店
（
三
重
）

農
林
水
産
大
臣
賞

株
式
会
社
日
田
十
条
（
大
分
）

中
国
木
材
株
式
会
社
（
広
島
）

有
限
会
社
須
田
製
材
所
（
岡
山
）

天
草
地
域
森
林
組
合
（
熊
本
）

消
費
・
安
全
局
長
賞

鶴
居
産
業
株
式
会
社
（
愛
媛
）

株
式
会
社
佐
川
産
業
（
茨
城
）

株
式
会
社
オ
カ
ベ
せ
い
材
（
福
島
）

有
限
会
社
荒
川
材
木
店
（
福
島
）

中
勢
森
林
組
合
（
三
重
）

伊
藤
林
産
有
限
会
社
（
岐
阜
）

株
式
会
社
丸
七
ヒ
ダ
川
ウ
ッ
ド
（
岐
阜
）

セ
イ
キ
林
業
株
式
会
社
（
岡
山
）

土
井
木
材
株
式
会
社
（
岡
山
）

銘
建
工
業
株
式
会
社
（
岡
山
）

院
庄
林
業
株
式
会
社
（
岡
山
）

山
下
木
材
株
式
会
社
（
岡
山
）

林
野
庁
長
官
賞

協
和
木
材
株
式
会
社
（
福
島
）

金
子
製
材
株
式
会
社
（
埼
玉
）

有
限
会
社
庄
司
製
材
所
（
山
形
）

株
式
会
社
イ
ト
ー
木
材
（
栃
木
）

株
式
会
社
沓
澤
製
材
所
（
秋
田
）

有
限
会
社
倉
地
製
材
所
（
岐
阜
）

斎
藤
木
材
有
限
会
社
（
三
重
）

宮
川
森
林
組
合
（
三
重
）

株
式
会
社
オ
オ
コ
ー
チ
（
三
重
）

荒
木
田
製
材
所
（
三
重
）

岡
山
県
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
事
業
協
同
組
合

（
岡
山
）

株
式
会
社
鏡
水
（
岡
山
）

株
式
会
社
鈴
鹿
製
材
所
（
岡
山
）

有
限
会
社
太
平
製
材
所
（
岡
山
）

槌
本
産
業
株
式
会
社
（
熊
本
）

幸
の
国
木
材
工
業
株
式
会
社
（
熊
本
）

全
木
連
会
長
賞

株
式
会
社
遊
佐
製
材
所
（
山
形
）

株
式
会
社
西
根
製
材
所
（
北
海
道
）

有
限
会
社
亀
田
材
木
店
（
栃
木
）

吉
野
木
材
株
式
会
社
（
福
島
）

共
力
株
式
会
社
（
福
島
）

有
限
会
社
山
渋
木
材
（
岡
山
）

小
林
製
材
株
式
会
社
（
岡
山
）

宮
内
林
業
株
式
会
社
（
宮
崎
）

株
式
会
社
佐
藤
林
業
（
熊
本
）

有
限
会
社
半
田
製
材
所
（
熊
本
）

株
式
会
社
武
末
製
材
（
熊
本
）

全
市
連
会
長
賞

合
資
会
社
山
口
商
店
（
熊
本
）

影
山
木
材
株
式
会
社
（
静
岡
）

軽
米
木
材
有
限
会
社
（
青
森
）

有
限
会
社
ヤ
マ
ハ
ヤ
（
岐
阜
）

河
井
林
産
株
式
会
社
（
岡
山
）

小
国
ウ
ッ
デ
ィ
協
同
組
合
（
熊
本
）

九
州
林
産
株
式
会
社
（
大
分
）

合
資
会
社
立
山
製
材
所
（
熊
本
）

日
進
木
材
工
業
株
式
会
社
山
野
出
張
所

（
鹿
児
島
）

合
資
会
社
佐
藤
製
材
所
（
熊
本
）

全
買
連
会
長
賞

有
限
会
社
菊
池
製
材
所
（
岩
手
）

耳
川
林
業
事
業
協
同
組
合
（
宮
崎
）

気
仙
木
材
加
工
協
同
組
合
連
合
会

（
岩
手
）

坂
利
木
材
（
奈
良
）

磐
城
造
林
株
式
会
社
（
福
島
）

株
式
会
社
丸
左
木
材
（
岡
山
）

日
進
木
材
工
業
株
式
会
社
八
代
出
張
所

（
熊
本
）

南
部
流
域
木
材
加
工
協
同
組
合
（
大
分
）

日
進
木
材
工
業
株
式
会
社
湯
前
出
張
所

（
熊
本
）

中
村
製
材
株
式
会
社
（
熊
本
）

開
催
市
場
へ
の
感
謝
状

東
京
木
材
市
場
株
式
会
社

丸
宇
木
材
市
売
株
式
会
社

株
式
会
社
東
海
木
材
相
互
市
場

ウ
ッ
ド
ピ
ア
市
売
協
同
組
合

株
式
会
社
津
山
綜
合
木
材
市
場

肥
後
木
材
株
式
会
社

違
法
伐
採
問
題
で
訪
英

　
一
月
六
日
か
ら
二
泊
四
日
の
日
程
で
、

違
法
伐
採
問
題
で
は
先
進
国
の
英
国
を

訪
問
し
た
調
査
団
（
代
表
松
岡
利
勝
衆

議
院
議
員
）
に
、
全
森
連
の
飯
塚
会
長

と
と
も
に
全
木
連
の
角
谷
常
務
が
随
行

し
た
。

　
調
査
団
の
目
的
は
、
環
境
・
農
村
開

発
大
臣
と
の
会
合
、
王
立
外
交
研
究
所

で
開
催
さ
れ
た
「
違
法
伐
採
問
題
研
究

会
」
へ
の
出
席
だ
っ
た
。

　
調
査
団
と
環
境
大
臣
と
の
会
合
で
は
、

七
月
英
国
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
の
中
で
違
法
伐
採
問
題
を
ど
の
よ
う

な
形
で
取
り
上
げ
る
か
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。
環
境
大
臣
は
こ
の
問
題

を
首
脳
会
合
の
議
題
と
し
て
積
極
的
に

取
上
げ
た
い
意
向
を
表
明
し
た
。

　
ま
た
、
違
法
伐
採
問
題
研
究
会
で
は
、

集
ま
っ
た
政
府
担
当
者
、
Ｅ
Ｕ
関
係
者
、

研
究
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
、
調
査
団
を
交

え
て
丸
一
日
か
け
て
真
剣
な
討
論
を
行

な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
英
国
政
府
の
木
材
調
達

政
策
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
英
国
政
府

は
、
合
法
で
持
続
可
能
な
森
林
か
ら
伐

採
さ
れ
た
木
材
し
か
購
入
し
な
い
と
い

う
政
府
の
方
針
で
あ
る
。
合
法
性
、
持

続
性
を
証
明
す
る
た
め
に
は
既
存
の
森

林
認
証
制
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
ラ
ベ
ル
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｅ
Ｕ
が
検
討
し
て
い
る
違
法

伐
採
材
の
排
除
の
方
法
は
、
Ｅ
Ｕ
各
国

と
木
材
輸
出
国
の
間
で
協
定
を
結
び
、

輸
出
国
内
の
生
産
・
加
工
・
輸
出
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
、
信
頼
で
き
る
第

三
者
に
よ
る
合
法
性
等
の
証
明
書
を
添

付
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
証
明
書
の

な
い
も
の
は
輸
入
し
な
い
と
い
う
仕
組

み
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
各
国
の
動
き
に
対
し
、

林
野
庁
も
去
る
二
月
一
日
、「
違
法
伐
採

対
策
検
討
室
」
を
設
置
し
、
具
体
的
対

応
策
の
検
討
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

強　含　み 保ち合い

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

弱　含　み

頻度
乾燥材取引の
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1月分集計表
モニター数97　　回答数78　　回収率80％

増加　5％（　4）
増加10％（　8）
上昇　1％（　1）
上昇　4％（　3）

増加35％（27）
増加28％（22）
上昇　2％（　2）
上昇　1％（　1）

　9％（　6）
10％（　6）
　8％（　5）
　7％（　5）
12％（　7）

34％（25）

減少64％（50）
減少57％（44）
下降　9％（　7）
下降10％（　8）

減少11％（　9）
減少17％（13）
下降　8％（　6）
下降13％（10）

13％（　9）
　2％（　1）
　8％（　5）
14％（　9）
　5％（　3）

　0％（　0）

78％（53）
88％（52）
84％（51）
79％（52）
83％（47）

66％（48）

変わらず31％（24）
変わらず33％（26）
変わらず90％（70）
変わらず86％（67）

変わらず54％（42）
変わらず55％（43）
変わらず90％（70）
変わらず86％（67）

モニター数97　　回答数81　　回収率84％

増加　4％（　3）
増加　5％（　4）
上昇　1％（　1）
上昇　5％（　4）

増加22％（18）
増加14％（11）
上昇　1％（　1）
上昇　5％（　4）

13％（　5）
　4％（　1）
15％（　5）
　8％（　5）

82％（23）

減少60％（49）
減少47％（38）
下降17％（14）
下降26％（21）

減少25％（20）
減少27％（22）
下降15％（12）
下降17％（14）

19％（　7）
14％（　3）
26％（　9）
31％（19）

　0％（　0）

68％（25）
82％（18）
59％（20）
61％（37）

18％（　5）

変わらず36％（29）
変わらず48％（39）
変わらず82％（66）
変わらず69％（56）

変わらず53％（43）
変わらず59％（48）
変わらず84％（68）
変わらず78％（63）

　
全
木
連
は
、
平
成
十
七
年
一
月
二
十

二
日
、
東
京
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
青

少
年
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国

中
学
生
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
〜
め
ざ

せ
！
！
「
木
工
の
技
」
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

〜
」
を
後
援
し
、
競
技
用
木
材
を
提
供

し
た
。

　
こ
の
競
技
会
は
、
も
の
づ
く
り
を
通

じ
た
中
学
生
の
学
習
・
創
造
意
欲
の
向

上
、
希
望
・
夢
の
実
現
の
場
の
提
供
、

加
え
て
全
国
の
中
学
生
の
交
流
の
場
と

し
て
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も

分
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
す
る
と
い

う
「
お
ま
け
」
ま
で
が
つ
い
た
。

　
こ
の
競
技
大
会
は
、
全
日
本
中
学
生

技
術
・
家
庭
科
研
究
会
が
主
催
し
、
文

部
科
学
省
、
日
本
産
業
技
術
教
育
学
会

な
ど
が
共
催
す
る
も
の
で
、
林
野
庁
、

全
木
連
、
日
本
木
材
学
会
な
ど
が
後
援

し
て
い
る
。

　
大
会
は
今
年
が
四
回
目
で
、
年
々
予

選
参
加
者
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
、
こ

う
し
た
木
工
や
木
材
に
興
味
を
持
つ
こ

ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
、
木

の
文
化
の
復
権
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
な
お
、
来
年
は
茨
城
県
つ
く
ば
市
で

開
催
さ
れ
る
。

　　全
国
中
学
生
も
の
づ
く
り

　　　　　　　　　　　　　　競
技
大
会
を
応
援

の
。

　
全
木
連
が
提
供
し
た
競
技
用
木
材
は
、

乾
燥
し
た
ヒ
ノ
キ
の
無
節
板
（
九
〇
㎝

×
二
〇
㎝
×
一
・
五
㎝
）
で
、
中
学
生

は
、
こ
れ
を
二
枚
使
っ
て
自
由
に
作
品

を
作
る
。
競
技
時
間
の
四
時
間
以
内
に

自
分
の
構
想
を
木
工
品
に
表
現
す
る
の

は
、
大
人
で
も
大
変
な
こ
と
だ
が
、
全

国
各
地
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
き
、
選
抜

さ
れ
て
全
国
大
会
に
出
て
き
た
二
十
二

名
の
中
学
生
は
黙
々
と
作
業
し
、
出
来

上
が
っ
た
後
で
そ
の
作
品
の
特
徴
を
自


